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世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をはらみ、

鍼に憂慮にだえない。

わが国は唯一の被蝿国として、核兵鴎の恐ろしさと、被曝者のそ
しみを全世界の人々 に脈え、再び広麗・長崎の惨禍を繰り返して11
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るだめ、いかなる国のいかな＃
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣言する。
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古
利
根
沼
は
、
都
市
化
の
著
今
後
は
、
県
か
ら
「
緑
地
環
境
を
得
て
、
市
の
基
本
繊
想
に
沿

し
い
束
葛
地
域
に
磯
さ
れ
た
蛍
保
全
地
域
」
の
指
定
を
受
け
る
こ
っ
た
最
適
利
用
を
図
る
」
と
い

重
な
自
然
の
財
産
で
す
。
水
面
と
を
目
指
し
、
市
民
が
自
然
と
触
う
醤
約
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

と
緑
地
を
一
体
的
に
保
存
し
て
れ
合
い
親
し
め
る
ゾ
ー
ン
と
し
て
市
で
は
醤
約
書
の
遵
守
を
強

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
整
備
し
て
い
く
方
針
で
す
。
く
求
め
る
と
共
に
、
将
来
的
に

市
は
今
年
度
、
保
存
エ
リ
ア
そ
の
た
め
に
は
土
地
所
有
者
の
は
国
や
県
の
協
力
を
得
て
水
面

内
の
緑
地
の
一
部
２
．
３
諺
を
協
力
が
不
可
欠
で
す
が
、
古
利
根
を
公
有
地
化
で
き
る
よ
う
努
力

約
３
億
１
０
０
０
万
円
で
買
収
沼
の
水
面
は
、
師
分
の
“
の
権
利
し
て
い
き
ま
す
。

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
財
源
と
を
民
間
業
者
が
持
っ
て
い
ま
す
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
型

し
て
こ
れ
ま
で
識
み
立
て
た
（
残
り
は
我
孫
子
市
）
。
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
へ
残
す
た

「
緑
の
基
金
」
か
ら
７
８
０
０
こ
の
業
者
は
土
地
利
用
に
つ
い
め
、
市
民
の
皆
ざ
ん
、
）
協
力

万
円
を
初
め
て
投
入
し
ま
す
。
て
「
県
、
市
お
よ
び
住
民
の
同
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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た
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四万十川方式で 水 質 浄 化 を
~

市
長
煽
婚
劣
塞

古
利
根
沼
は
、
か
つ
て
利
根
川

本
流
が
湾
曲
し
て
い
た
部
分
の
三

日
月
形
の
水
面
で
、
明
治
末
期
の

河
川
改
修
事
業
に
よ
り
、
水
面
の

北
側
に
堤
防
が
築
か
れ
、
利
根
川

南
側
に
取
り
残
さ
れ
た
広
さ
約
”

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
細
長
い
沼
で
す
。

沼
は
、
当
時
の
ま
ま
千
葉
県
と

茨
城
県
の
県
境
と
な
っ
て
お
り
、

沼
の
北
側
は
茨
城
県
取
手
市
に
接

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
沼
の
南
側
は
ハ
ン
ノ
キ

や
シ
ラ
カ
、
ン
等
の
広
葉
樹
の
原
生

古
利
根
沼
は
「
利
根
川
百
景
」
に
も
選
定
さ
れ
た
よ
う
に
、

う
っ
そ
う
と
し
た
斜
面
林
に
美
し
い
湖
面
が
広
が
り
、
市
内

に
残
さ
れ
た
自
然
の
宝
庫
で
す
。
今
号
で
は
、
沼
周
辺
の
自

然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
Ⅱ
公
園
緑
地
課
・
環
境
保
全
課
Ⅱ

今

林
が
生
い
茂
る
斜
面
林
と
湖
面
と

が
一
体
と
な
り
、
美
し
い
景
観
を

今
な
お
多
く
残
し
て
い
ま
す
。
市

の
シ
ン
ボ
ル
手
賀
沼
と
同
様
に
、

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
釣
り

や
散
策
な
ど
四
季
を
通
じ
て
多
く

の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
美
し
い
景
観
を

持
つ
古
利
根
沼
周
辺
地
域
を
、
人

と
鳥
の
共
存
す
る
我
孫
子
ら
し
い

自
然
環
境
と
す
る
た
め
、
古
利
根

沼
と
周
辺
緑
地
を
一
体
的
に
保
全

し
、
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
そ
の
第
一
歩
と
し

て
、
市
没
や
市
民
・
各
種
団
体
か

ら
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
髄
み
立
て

ら
れ
た
「
我
孫
子
市
緑
の
韮
金
」

を
械
極
的
に
活
用
し
、
周
辺
緑
地

の
一
部
（
約
２
．
３
ヘ
ク
タ
ー
と

､

を
、
先
行
的
に
取
得
す
る
予
定
で

す
。

今
後
は
、
古
利
根
沼
周
辺
の
全

面
保
全
を
進
め
る
た
め
、
国
・
県

等
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
働
き

か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
自
然
環

境
の
保
全
と
利
用
の
方
法
に
つ
い

て
、
市
役
所
内
に
設
謹
し
た
「
古

利
根
沼
保
全
対
策
推
進
委
員
会
」

に
お
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

古
利
根
沼
の
水
源
は
、
雨
水
と

６
本
の
排
水
路
か
ら
の
流
入
水
で

１
日
当
た
り
約
１
万
立
方
メ
ー
ト

ル
の
水
量
が
あ
り
ま
す
。

排
水
路
に
は
、
家
庭
か
ら
で
る

台
所
や
風
呂
場
及
び
ト
イ
レ
か
ら

の
大
量
の
窒
素
や
リ
ン
を
含
ん
だ

生
活
排
水
や
、
肥
料
等
が
溶
け
込

ん
だ
農
業
用
水
が
流
れ
込
ん
で
い

ま
す
。

’
手
災
沼
が
日
本
一
水
質
が
悪
く

な
っ
た
要
因
と
さ
れ
る
富
栄
義
化

状
態
が
、
古
利
根
沼
で
も
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

古
利
根
沼
の
水
質
を
改
善
す
る

た
め
に
は
、
排
水
路
に
流
入
す
る

生
活
排
水
を
下
水
道
で
処
理
す
る

こ
と
が
般
良
で
す
が
、
我
湖
排
水

路
流
域
で
一
部
整
備
ざ
れ
て
い
る

以
外
は
、
ま
っ
た
く
未
整
備
の
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

我
湖
排
水
路
は
、
水
衝
浄
化
の

れ
趣
か
ん

た
め
の
礫
間
浄
化
施
設
と
オ
イ
ル

フ
エ
ン
ス
が
設
撞
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
流
域
の
宅
地
化
が
進
む
中
峠

稽
ｍ
わ

排
水
路
と
大
和
排
水
路
に
つ
い
て

は
、
下
水
道
整
備
に
長
い
年
月
を

要
す
る
た
め
、
両
排
水
路
の
水
質

浄
化
対
策
と
し
て
、
平
成
７
．
８

年
度
の
２
か
年
継
続
事
業
で
「
四

万
十
川
方
式
」
（
下
図
参
照
）
と

呼
ば
れ
る
浄
化
施
設
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
の
特
徴
は
、
沼
の
富

栄
養
化
の
原
因
と
な
る
窒
素
、
リ

ン
、
さ
ら
に
洗
剤
に
含
ま
れ
て
い

る
界
面
活
性
剤
を
除
去
し
、
古
利

根
沼
に
流
入
す
る
汚
れ
の
釦
パ
ー

セ
ン
ト
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

一
度
失
わ
れ
た
自
然
を
取
り
戻

す
こ
と
が
ど
ん
な
に
難
し
い
こ
と

か
は
、
手
賀
沼
で
十
分
経
験
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し

各
家
庭
で
は
、
食
器
や
鍋
に
つ
い

た
油
汚
れ
は
紙
で
ふ
い
て
か
ら
洗

う
な
ど
、
汚
れ
た
水
を
少
し
で
も

減
ら
す
努
力
が
何
よ
り
も
有
効
な

浄
化
対
策
で
す
。

自
然
環
境
を
守
る
こ
と
は
、
秘

た
ち
す
べ
て
の
共
通
の
責
務
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

ｌ
）
ト
ヰ
、
旬
″
○

し まんとがわ
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

四万十川方式(生活排水浄化ｼｽﾃﾑ］Fzz別
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第巳槽嫌気性
主に脱窒素・アンモニア
の吸着除去樋

第B槽好気性
主に生物化学的分解や化学
的分解を必要とする高分子

第6槽好気性
主に生物化学的分解や化学

的分解を必要とする高分子

第4槽第5槽嫌気性
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手
黄
沼
再
生
の
願
い
を
込
め
て

開
催
し
て
い
る
第
ｎ
回
「
手
黄
沼

写
爽
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
、

１
１

加
1

1

最
優
秀
賞
は
垣
花
泰
三
さ
ん

L』

から11月10日（日）までの期間で開催します。

集しますので、奮ってご参加ください。
入
選
作
品
は
市
民
会
館
で
展
示
し
ま
す

歌は9月20日(金)、俳句は9月30日(月)＞まで。

号を明記してください。

定数になり次第締め切ります。“山一源奉”

｣V
＝我孫子市文化祭実行委員会＝

震
雲
至
溌

７
月
４
日
（
木
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
２
３
８
点
の
中
か
ら

妓
優
城
卿
雛
率
律
韮
呼
畝
》

■
作
識
蕊
の
雲

健
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

＊
優
秀
賞
斉
藤
嘩
赫
、

松
拭
建
零
山
崎
幸
一

＊
入
賞
大
山
明
中
島

謡
寒
竹
島
昭
夫
鈴
木

み
つ
ろ
う

光
郎
、
本
田
守
男
松
村

堂
邉
あ
き

八
重
子
、
小
田
川
雅
朗
、

■
辮
碓
謝
壗
齢

い
つ
子
、
森
か
ず
お
、
石

八
重
子
、
小
田

わ
た
ら
い

一
渡
来
俊
夫
、
黒

認
識
河
野
好

い
つ
子
、
森
か

■

澤
勉応

募
作
品
の
中
か
ら

手
賀
沼
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

今
年
も
、
全
応
募
作
品
の
中
か

ら
季
節
に
あ
っ
た
作
品
を
選
び
、
・

１
９
９
７
年
用
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
す
る
予
定
で
す
。

入
選
作
品
は
８
月
３
日
主
）
か

ら
窮
日
（
旦
ま
で
市
民
会
館
２

階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

手
賀
沼
の
美
し
い
自
然
を
と
ら

え
た
、
す
ば
ら
し
い
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
査

（
配
）
１
１
１
１
内
線
５
６
８

入
選
作
品
を
市
民
会
館
に
展
示

一

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は

現
況
届
、
ま
た
は
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
し
な
い
場
合
は
、
８

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
、
２
年
以
上
届
け
出
が
な

い
と
、
時
効
に
よ
り
手
当
を
受
け

る
権
利
が
無
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
に
は
、
届
け
出
用
紙
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
提
出
期
間
８
月
哩
日
（
月
）
か

ら
９
月
、
日
（
火
）
午
前
８
時
鋤
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
主
・
日
雌

日
を
除
く
）

▼
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ
児
童

扶
垂
手
当
…
児
童
保
育
課
霊
（
蓮

１
１
１
１
内
線
３
４
７
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
．
：
障
害
福
祉
課
壷

（
理
１
１
１
１
内
線
３
５
０

明
る
い
選
挙
推
進
に
役
立
つ
作

品
を
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
ポ
ス
タ
Ｉ
明
る
い
選
挙
推
進

を
訴
え
る
も
の
（
１
人
１
点
ま
で
）

▼
作
品
企
画
妬
恭
ン
×
鋤
《
ン
か
ら

弱
耗
ン
×
如
耗
ン
の
も
の
（
タ
テ
・
ヨ

コ
自
由
）
ま
で
で
、
画
材
は
自
由

明
る
い
選
挙
を
推
進
す
る
た
め
に

ポ
ス
タ
ー
。
標
語
を
募
集

（
紙
や
布
以
外
で
も
可
）

▼
応
募
方
法
作
品
の
褒
側
右
下

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を

明
記
し
郵
送

◎
標
語
①
き
れ
い
な
選
挙
推
進

を
訴
え
る
も
の
②
棄
権
防
止
を
呼

び
か
け
る
も
の
、
い
ず
れ
も
加
字‘

以
内
（
１
人
２
点
ま
で
）

▼
応
募
方
法
短
冊
に
標
語
（
１

枚
に
１
作
品
）
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
を
明
記
し
郵
送

囹
賞
入
獲
者
に
賞
状
、
副
鐡
を

贈
呈
し
ま
す

※
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん

園
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
９

月
６
日
（
金
）
ま
で
に
市
役
所
選
挙

管
理
委
員
会
壷
弱
）
１
１
１
１
へ

千
葉
県
警
察
で
は
、
身
元
の
わ

か
ら
な
い
死
者
の
身
元
を
探
す
た

め
、
次
の
日
程
で
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
所
開
設
場
所
。
日
時
＊

柏
警
察
署
・
・
・
８
月
詔
日
（
金
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
、
＊
千
葉
県

警
察
本
部
鑑
職
諜
（
千
葉
市
中
央

区
中
央
港
１
の
、
の
１
・
県
警
察

本
部
分
庁
舎
２
階
）
：
．
今
日
か
ら

８
月
虹
日
（
土
）
午
前
８
時
釦
分
か

ら
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
県
警
察
本

部
鑑
誠
課
垂
０
４
３
（
２
２
７
）

９
１
３
１

部門

手工芸

菊花

盆栽

洋 ラ ン

写真

書道

民謡

民舞

日舞

洋舞

詩吟

謡曲

歌謡曲

三曲

俳句

短歌

作品規格・条件

一人1作品（展示しやすい作品）

盆栽、切り花いずれも可

開花株

四つ切り以上全紙まで。なるべくパ

ネル張り。作品製に住所､電話番号、
氏名、題名を明記

①軸装雅仙紙半切以内。

②横額装雅仙紙半切2分の1以内
作品自由。必ず表装

一曲5分以内

個人は5分以内、団体は10分以内

団体または個人で10分以内

個人で2分以内

ひとり1曲｡カラオケテープを用意。

(応募者多数の場合は抽選）

一般参加の社中は1曲5分以内

題：「鶏頭（けいとう)」「星月夜（ほしづくよ)」「当季
雑詠｣各1句、計3句と住所、氏名を原稿用紙に記入し、
参加費1000円を添えて郵送。

未発表1首(題自由)、住
入し、参加費1000円

所、氏名をハガキ大の用紙に記
を添えて郵送。

申込方法

電話かハガキで

大きさを明示

ハガキで

電話かﾉ､ガキで

(作品明記）

電話かハガキで

電話で申し込み

作品は会場に持
参

ハガキに規格、

題名、訳文明記

電話で

電話かﾉ､ガキで

電話かハガキで

電話かﾉ､ガキで

ﾉ､ガキで

電話で

ﾉ､ガキで

ﾉ､ガキで

申込先
ひ で 劃

宮本瑛夫

白山1-10-29

冠（84)5837

志賀亨

つくし野5-12-7

壷（84)7386

根本幹雄
岡発戸547

冠（88)0544

小倉正久

根戸1739

壷（82)0702
おめな

小穴信俊

寿1-11-11

壷（82)3788

山田溝一

船戸2-5-43

壷（82)4405

中 野 次 男

中峠1747-1
壷（88)1791

郡司畏愈
白山2－12－4

壷（82)2908
あきこ

石原暉子

白山1-29-2

壷（82)0161

高橘美代子
栄9－22

壷（82)1743

毎お砕

米野尚三

中里295
壷（88)1243
こ た ろ

小太刀治雄

寿1-4-5

壷（82)3653

阿部茂
湖北台8-9-15

念（88)8046
ひ詞・み

坂口一二三
束我孫子2－24－6
壷（84)9584

染谷明

下ケ戸285
壷（82)4441

市川黄美子
台田2-17-5

壷（82)4336

家
族
全
員
で
活
用
し
ま
し
ょ
う

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

市
で
は
、
地
震
や
火
災
な
ど
る
準
備
を
、
十
分
に
し
て
い
た
だ
か
た
を
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
便

へ
の
対
応
に
つ
い
て
解
説
し
た
け
る
よ
う
に
編
集
し
た
も
の
。
い
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

冊
子
「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
昨
年
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡
路
ま
す
。
ご
家
族
で
ご
覧
に
な
り
、

宮
５
判
顕
ペ
ー
ジ
・
写
真
）
を
大
窪
災
」
は
、
私
た
ち
に
直
下
型
日
頃
か
ら
災
害
に
強
い
家
庭
・

作
成
し
ま
し
た
。

地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
地
域
を
作
る
た
め
に
お
役
立
て

こ
の
冊
子
は
、
皆
さ
ん
が
日
見
せ
つ
け
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
く
だ
さ
い
。

常
生
活
の
中
で
、
災
害
に
対
す
震
災
を
機
に
、
大
規
模
震
災
初
動
「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
健

体
制
計
画
を
作
り
災
害
対
策
の
充
自
治
会
等
を
通
じ
て
皆
さ
ん
の

＊師署壽蓬一一

国島隼盆
空皀瀞い弱厘

国
民
年
金
や
健
康
・
園
芸
な
ど
（
宿
泊
代
を
含
む
．
当
日
徴
収
）

に
つ
い
て
、
太
平
洋
を
望
む
保
護
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
で
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

▼
日
程
・
場
所
、
月
”
日
（
火
）
性
別
、
電
話
番
号
、
趣
味
の
識

か
ら
訓
日
（
水
）
・
国
民
年
金
保
養
座
（
園
芸
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

セ
ン
タ
ー
「
そ
と
ぼ
う
」
（
岬
町
）
Ｚ
の
別
生
き
が
い
誰
座
希

▼
内
容
年
金
、
健
康
に
つ
い
て
望
と
明
記
し
、
９
月
１
日
（
且

の
相
談
、
趣
味
園
芸
、
グ
ラ
ウ
か
ら
鋤
日
（
月
・
消
印
有
効
）

ン
ド
ゴ
ル
Ｚ
の
識
座
な
ど
ま
で
に
〒
２
６
０
１
虹
千
葉
市

▼
対
象
・
定
員
加
歳
以
上
の
方
．
中
央
区
市
場
町
１
の
１
県
国
民

帥
名
（
た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の
年
金
課
内
（
魅
千
葉
県
国
民

場
合
は
抽
選
）
年
金
福
祉
協
会
琶
０
４
３
（
２

▼
参
加
費
１
人
８
０
０
０
円
２
３
）
２
３
８
２
へ

相談所を開設
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可 ▼
日
程
８
月
６
日
、
即
日
、
飯
（
木
恵
ず
れ
も
午
前
９
時
遁
分
か

日
の
い
ず
れ
も
火
峨
日
ら
、
時
釦
分
受
付

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
帽
分
▼
対
象
平
成
７
年
１
月
生
ま
れ

か
ら
９
時
拓
分
。
：
平
成
８
年
４
月
（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

P

体
操
、
栄
養
・
育
児
な
ど
の
相
談
２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
健
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
希
望
者

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳
に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い
ま
す
。

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
療
機
関
▼
日
時
８
月
”
且
木
）
午
前
９

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

時
巧
分
か
ら
、
時
”
分
受
付

か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
内
容
身
体
測
定
赤
ち
ゃ
ん

な
時
期
で
す
。
父
親
・
母
親
の
役
２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
肥
満
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど

三顧健康カイドB月の日曜‘休日当番医
健伝診療時間午前9時から午後3時

し持参するもの保険証と診療費

セ
ン
タ
ー
で

割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
８
月
１
日
（
木
）
・
８
日

▼
対
象
平
成
５
年
狸
月
生
ま
れ

一
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

麻
し
ん
、
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

で
食
事
療
法
が
必
要
な
方
も
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
担
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
（
日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

、

I

印
鑑

▼
愛
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

柏
保
健
所
か
ら
依
細
し
た
、
新

生
児
・
妊
産
婦
に
対
し
て
家
庭
訪

問
を
し
、
妊
娠
中
の
健
康
管
理
や

育
児
の
相
談
・
指
導
の
で
き
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
保
健
婦
ま
た
は
助

産
婦
の
有
査
格
者
（
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
｝

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
柏
保
健
所
保
健
指
導
認
容

（
師
）
１
２
５
５
へ

＜

‐ 、

＜

県
で
は
、
「
寝
た
き
り
老
人
ゼ

ロ
作
戦
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
寝
た
き
り
は
予
防
で
き
る
」

と
い
う
意
識
を
広
く
県
民
に
浸
透

さ
せ
る
た
め
、
あ
な
た
の
寝
た
き

り
防
止
の
知
恵
体
験
談
を
次
の
と

愚
、
寝
た
き
り
防
止

い
げ
の
知
恵
体
験
談

お
り
募
集
し
ま
す
。

恋
っ
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
県
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▼
応
募
規
定
①
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
３
枚
以
内
②
体
験
談
の

内
容
は
、
本
人
、
家
族
で
協
力
し

て
寝
た
き
り
を
克
服
し
た
方
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
寝
た
き

り
防
止
に
活
躍
し
て
い
る
方
の
体

験
談
な
ど
。
な
お
、
応
募
作
品
は

創
作
で
未
発
表
の
も
の
と
し
、
返

却
し
ま
せ
ん
。
著
作
権
は
、
主
催

者
に
帰
属
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
応
募
作
品
は
１
人

１
点
と
し
、
作
品
に
表
題
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
郵

送
で
、
９
月
５
日
（
木
・
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
〒
２
６
０
干
葉
市

中
央
区
市
場
町
１
の
１
県
衛
生
部

保
健
子
防
諜
壷
０
４
３
（
２
２
３
）

２
６
６
７
へ

▼
日
時
８
月
過
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
発
達
の
遅
れ
が
心
配
な

▼
日
時
８
月
翠
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
猩
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
？
保
健
婦
に
よ
る
指
導
な
ど

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

▼
日
時
８
月
６
日
（
火
）
午
後
０

時
“
分
か
ら
１
時
妬
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
５
年
５
月
１
日
か

ら
幻
日
生
ま
れ
（
該
当
児
に
は
通

知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
『
尿
、

３
歳
児
健
康
診
査
票

一
柏
保
健
所
か
ら

､

’

’ ’

▼
日
時
祝
日
を
除
く
平
成
９
年

３
月
ま
で
の
毎
月
第
１
か
ら
第
４

金
峨
日
午
後
２
時
か
ら
４
時
受
付

▼
対
象
糖
神
病
、
糖
神
神
経
症

な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
嘱
託
医
に
よ

る
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

保
健
指
導
課
へ
（
予
約
制
）

▼
日
時
８
月
超
日
（
火
）
、
沁
日

（
月
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

嫉
に
応
じ
ま
す
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）

柏
市
柏
２
５
５

恋
（
師
）
１
２
５
５I

育
児
相
談｣

１
歳
Ｇ
か
月
児
健
康
診
査

日

4日

11日

18日

25日

病・医院名

平和台病院

岩津皮膚科医院
画

アビコ外科整形外科病院

岡野内科医院

我孫子東邦病院

我孫子つくし野 病院

宇治医院

電話

89-1111

88－3113

84-7321

88-7770

82－8166

84－2211

88-0835

ム
シ
歯
予
防
教
室

休
日
救
急
歯
科
診
療
所
を
開
設

日
咄
日
、
祝
日
に
急
に
歯
が
▼
場
所
休
日
救
急
歯
科
診
療

痛
く
な
っ
た
方
を
対
象
に
応
急
所
（
市
民
会
館
２
階
）

的
な
手
当
て
を
し
ま
す
。
▼
持
参
保
険
証
お
よ
び
診
療

▼
診
療
日
日
峨
日
・
祝
日
お
費

・
よ
び
８
月
晦
日
（
木
）
．
▼
問
い
合
わ
せ
同
診
療
所
盆

▼
診
療
時
間
午
前
９
時
か
ら
（
謎
）
１
３
１
１
（
た
だ
し
、
診

皿
時
釦
分
癖
時
間
に
限
る
）

鍍児童示臓室を‐
ご利用ください

中
、
ご
家
庭
で
も
お
子
さ
ん
の

行
動
に
、
細
か
い
気
配
り
が
大

切
で
す
。

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
学

校
生
活
や
家
庭
生
活
、
育
児
、

非
行
間
趣
な
ど
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
。

▼
相
談
日
時
祝
日
を
除
く
、

毎
週
月
咄
か
ら
金
蝿
日
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時
（
た
だ
し
、

正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

楽
し
い
夏
休
み
、
と
か
く
生
▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
家
庭

活
の
リ
ズ
ム
が
狂
い
が
ち
で
す
。
児
童
相
談
室
冥
顕
）
１
１
１
１

開
放
感
の
あ
る
長
期
の
休
み
内
線
３
５
２

夏休みお子さんの行動にご注意を

栄
養
相
談

夜 間 の 急 病のときは

言上奮受公(Sｱ)1141.

8月のしあわせ学級､母親学級、

肩こり腰痛謝筐は､お休みします。

し問い合わせ保健センター

個別接 種

日
本
脳
炎

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
２
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

風
し
ん

生
後
胆
月
か
ら
卯
月
未
満
・
麻
疹
接
種
後
に
１

回
接
種

三
種
混
合

－

破百ジ

侮壕
風きア
込夕

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
３
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

燕
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
種
混
合
を

接
種

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
浬
月
か
ら
卯
月
未
満
。
１
回
接
秘

種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

新生児°

妊
産
婦
訪

韓
？
》

募集

胆
嚢
の
状
態
に
よ
っ
て
は
治
療
の
す
る
結
石
に
対
し
て
は
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
胆
塞
は
、
取
っ
て
し
ま
っ
て

健
康
メ
モ
⑩
翼
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
琵
藷
嘉
享
．
も
杢
委
象
、
と
心
窪

も

症
状
と
し
て
は
、
脂
肪
食
品
摂
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
の
適
応
と
な
ら
な
い
な
り
ま
す
が
、
胆
涯
に
は
肝
臓

■

胆
石
症
は
、
胆
石
の
所
在
部
取
や
過
食
後
に
右
背
部
、
右
肩
へ
も
の
は
、
原
則
的
に
は
手
術
と
い
で
造
ら
れ
た
胆
汁
を
貯
留
し
挫

た
人
鋤
う

位
に
よ
り
胆
蕊
結
石
、
総
胆
管
の
放
散
楠
を
伴
っ
た
み
ぞ
お
ち
の
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
特
別
な
締
し
て
食
事
摂
取
後
の
反
射
で
、

結
石
、
肝
内
結
石
に
分
け
ら
れ
、
痛
み
や
右
上
腹
部
瘤
が
あ
り
ま
す
。
場
合
を
除
き
、
現
在
で
は
腹
腔
鏡
そ
れ
を
排
出
す
る
鋤
き
が
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
法
は
大
き
く
治
療
法
と
し
て
は
、
経
口
胆
石
下
胆
蕊
摘
出
術
が
一
般
的
と
な
っ
ま
す
。
胆
誕
を
摘
出
す
る
と
、

異
な
り
ま
す
。
食
後
の
挫
縮
胆
汁
の
排
出
能
は

今
回
は
、
最
も
多
く
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、
胆
汁
の
消

胆
石
症
の
治
療
“
冨
藷
篝
蕾

る
胆
誕
結
石
症
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。
あ
り
、
身
体
が
次
第
に
適
応
し

ひ
ん
ど

胆
嚢
結
石
症
の
頻
度
は
成
人
て
い
く
た
め
に
ま
っ
た
く
障
害

の
５
％
に
あ
た
り
、
数
百
万
の
溶
解
療
法
、
体
外
衝
蝉
誠
躯
喧
繩
て
い
ま
す
。
は
残
り
ま
せ
ん
。

患
者
さ
ん
が
い
る
こ
と
に
な
り
、
砕
法
（
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）
、
腹
腔
鏡
下
胆
腹
腔
鏡
下
手
術
は
従
来
の
開
腹
胆
石
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、

”
う
て
ｓ
し
ゆ
つ
哩
心
つ

こ
の
う
ち
約
即
％
の
方
は
自
覚
錘
摘
出
術
、
開
腹
術
下
胆
嚢
摘
出
術
に
比
べ
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
早
急
に
専
門
医
の
い
る
病
院
に

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
術
が
あ
り
、
溶
解
療
法
の
効
果
は
術
後
の
瘻
痛
や
苦
痛
が
軽
く
、
入
相
談
し
、
受
診
す
る
こ
と
を
お

原
則
的
に
は
無
症
状
の
方
は
不
良
で
、
単
独
で
行
わ
れ
る
ケ
ー
院
期
間
も
短
縮
き
れ
、
美
容
上
も
勧
め
し
ま
す
。

治
療
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
す
ぐ
れ
て
い
る
、
と
い
う
効
果
が
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

症
状
が
な
く
て
も
胆
石
の
形
態
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
主
成
分
と
あ
り
ま
す
。
師
会
實
記
）
５
５
２
５

錘寄砕

乳
幼
児
発
達
相
談

療

育
相
談Ｉ

Ｓ
歳
児
健
康
診
査
一

ア
ル
コ
Ｉ
ル
悩
み
ご
と
相
談

心
の
健
康
相
談
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［
關
側
隅
馴
し
会
一

今
年
も
、
ま
も
な
く
終
戦
記
念

日
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
平

和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
か
ら
広
島
へ
（
広
河
隆
二

ゆ
げ
と
お
る

＊
幻
世
紀
に
平
和
を
（
弓
削
達
）

＊
よ
く
わ
か
る
平
成
憲
法
講
座

に
し
封
さ
む

（
西
修
）
＊
「
日
本
国
憲
法
」

を
読
み
直
す
（
弁
上
ひ
さ
し
・
樋

口
陽
二
＊
ヤ
マ
ト
ン
チ
ユ
の

大
罪
（
小
川
和
久
）
＊
国
連
職

員
へ
の
道
（
国
連
日
本
人
職
員
有

志
の
会
・
編
）
＊
「
国
際
貢
献
」

の
旗
の
下
、
日
本
は
ど
こ
へ
行
く

の
か
（
林
茂
夫
）
＊
国
際
平
和

し
ん
よ

協
力
入
門
（
神
余
隆
博
・
編
）

＊
い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う
よ
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
情
報
局
）
＊
オ
ー

ク
ゥ
ン
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
ン

ボ
ジ
ア
全
体
験

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
た
の
し
い

お
話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

⑬
市
民
図
書
館

態
湖
北
台
分
館

鐙
布
佐
分
館

鐙
移
動
図
書
館

図
害
案
内

『
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
』

－－－－

一
図
書
館

だ
よ
り

な
し

公
（
“
）
１
１
１
０

云
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
鍋
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９会

エ

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
、
友
だ
ち
と
集
ま
れ
。

▼
日
程
＊
８
月
１
日
（
木
）
・
巧

日
（
木
）
…
市
民
会
館
第
４
会
議
室

＊
８
月
８
日
（
木
）
・
犯
日
（
木
）
…

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
い
ず
れ
も
午
後
４
時
か

ら
４
時
釦
分

◎
湖
北
台
分
館
Ｉ
七
宝
額
絵
Ｉ

▼
作
品
。
作
者
＊
「
コ
ス
モ
ス
」

連
作
（
Ｆ
鋤
Ｐ
⑩
ほ
な
：
雌

ぞ
え
む
つ
こ

添
睦
子
（
湖
北
台
）

◎
布
佐
分
館
Ｉ
書
道
か
な
Ｉ

さ
の
つ
ら
ゆ
き

▼
作
品
・
作
者
＊
紀
貫
之
の
春
．

た
か
の
こ
う
か

秋
の
歌
の
一
首
…
高
野
香
華
（
布
佐
）

さ
ん
と
う
か

＊
山
頭
火
の
句
「
白
い
花
」
、
錨

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
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木A騨識零菟隣壼差夕雨
91,久寺家久寺家あけぼの公園

金
23つくし野東急ショッピングセンター裏

水％甕蕊蕊秀蕊3児婁鰡
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戸根 戸近隣センター

ｊ後
帥
如
叩
如
叩
妬
側
卵
叩
巧
叩
伽
如
叩

午
上
欧
生
恐
止
猷
止
琢
小
恐
設
４
猷
生

く
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

間
加
加
加
加
加
加
加
加
刈
釧
訓
如
加
加

時
１
２
３
２
３
２
３
２
３
１
２
３
２
３

７
．
鋤

水

８
．
”

木

金’
９
．
鯛 １

９
７
６
年
、
シ
ン
グ
ル
「
浅

い
夢
」
で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
音
楽
活
動
を

続
け
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
来

生
た
か
お
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
９

月
調
日
（
且
、
市
民
会
館
で
行
わ

れ
ま
す
。

来
生
た
か
お
は
、
「
夢
の
途
中
」

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
ｂ
ｙ
ｅ
Ｄ
ａ
ｙ
」

を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
映
画
・

テ
レ
ビ
の
主
題
歌
や
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ

を
世
に
送
り
出
し
た
ヒ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
で
す
。
ま
た
、
み
ず
か
ら
の

歌
手
活
動
の
か
た
わ
ら
「
シ
ル
エ

ッ
ト
ロ
マ
ン
ス
」
「
ス
ロ
ー
モ
ー

シ
ョ
ど
な
ど
多
く
の
曲
を
作
曲

ぐ
来
生
た
か
お

こ
ち
さ

毎
の
句
「
青
す
だ
れ
」
：
古
知
季

》
」
兵
シ江

（
湖
北
台
）

画
展
示
期
間
８
月
８
日
（
木
）
か

ら
９
月
３
日
（
火
）

リ
グ
、
ル
ッ
昼
、
侭
咋
亟艸

。
湖

1

1

1
水

夢
■

盆型

|：木 悶
悶
鷺
渤16

○

30
金

今
年
も
手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を

込
め
て
我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼

南
町
の
２
市
１
町
合
同
で
８
月

３
日
主
）
午
後
７
時
か
ら
８
時
釦

分
ま
で
手
黄
沼
花
火
大
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

３
会
場
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る

花
火
は
、
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、
尺
玉
、

仕
掛
け
花
火
な
ど
約
１
万
発
を
予

定
。
我
孫
子
会
場
か
ら
は
湖
面
に

広
が
る
〃
水
中
花
火
″
も
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
す
。
夏
の
夜
空
を
彩
る

〃
光
の
芸
術
″
を
、
ご
家
族
・
友

だ
ち
同
士
で
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

し
、
大
ヒ
ッ
ト
。
１
９
８
３
年
に

は
「
セ
カ
ン
ド
ラ
ヴ
」
で
見
事
、

第
３
回
日
本
作
曲
大
賞
も
受
鐵
。

甘
い
響
き
の
あ
る
来
生
た
か
お

の
魅
力
と
歌
声
を
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
調
日
（
日
）
、
開
場

：
・
午
後
４
時
釦
分
、
開
演
・
・
・
５
時

▼
場
所
市
民
会
館

▼
入
場
料
ｓ
席
・
・
４
５
０
０
円
、

Ａ
席
．
：
４
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

入
場
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

▼
前
売
り
開
始
日
８
月
１
日

（
木
）
か
らイワン°ホフロフ

絵 展

本原圃

手
賀
沼
花
火
大
会

ノ
ー

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
花
火
大

会
実
行
委
員
会
壷
（
理
３
１
３
１

ま
た
は
市
商
工
観
光
課
壷
蒜
）
１

▼
日
時
８
月
３
日
主
）
午

後
７
時
か
ら
８
時
鋤
分
（
た

だ
し
、
雨
天
・
荒
天
の
場
合

は
４
日
ま
た
は
、
日
に
順
延
）

▼
我
孫
子
会
場
打
ち
上
げ
場

所
手
賀
沼
公
園
沖
湖
上

〈
交
通
規
制
〉

当
日
は
、
午
後
６
時
か
ら

９
時
ま
で
交
通
規
制
（
下
図

参
照
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

会
場
へ
は
電
車
ま
た
は
（

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
カ
ラ
ー
リ

ノ
リ
ウ
ム
版
画
を
数
多
く
作
成
し

て
き
た
モ
ス
ク
ワ
生
ま
れ
の
「
イ

ワ
ン
・
ホ
フ
ロ
フ
」
の
原
画
展
を

開
催
し
ま
す
。
ロ
シ
ア
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
古
い
民
話
を
テ
ー
マ
に
し

た
〃
長
靴
を
は
い
た
猫
、
白
雪
姫

と
７
人
の
こ
び
と
″
な
ど
の
作
品

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
入
場
券
発
売
所
平
黄
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
ブ
ッ

ク
ス
ス
ズ
キ
、
荒
井
書
店
、
あ
び

こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ
ー

ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
、
市
民
会

館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
、
学
友
堂
布

佐
店
、
柏
そ
ご
う
、
柏
高
島
屋
、

取
手
と
う
き
ゅ
う

※
同
コ
ン
サ
ー
ト
の
入
場
券
発
売

は
、
９
月
四
日
（
木
）
か
ら
は
市
民

会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り
の
み
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
壷
（
題
１
１
５
１

ザ

か

に
手賀沼花火交通規制図

１
１
１
内
線
５
０
５

※
当
日
の
問
い
合
わ
せ
は
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
霊
（
”
）
６
０
０
０
午

前
８
時
か
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
場
所
＊
市
民
プ
ラ

ザ
ギ
ヤ
ラ
リ
！
：
８
月
９
日

（
金
）
か
ら
週
日
（
火
）
＊
市
民
プ

ラ
ザ
ロ
ビ
ー
・
サ
ロ
ン
・
・
・
８
月

晦
日
（
木
）
か
ら
９
月
１
日
（
旦

圏
時
間
い
ず
れ
も
午
前
、
時

か
ら
午
後
５
時
天
場
無
料
）

園
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ

壷
（
鴎
）
２
１
１
１

画
催
ｊ

酬
叫
閣
州
枇

第
俺
淵

仲
ソ
一
を

－
７
浬
リ
瀧

ブ
弛
卿

祁
叶
儘幸

日

市
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま

な
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
、
市
内
若
手
音
楽
家
に
よ

る
第
３
回
「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
土
硴
日

の
午
後
、
く
つ
ろ
い
だ
ひ
と
と

き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

号

若手音楽家の演奏をお楽しみに

子
ラ
ル
ー
上
＊
生
駒
尚
一
畦
の
草
刈
ら
れ
青
田
の
さ
ら
に
挫
き
宮
腰
多
加
雄

よ
う
こ

子
・
手
塚
廊
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
卸
一
恋
の
ボ
ー
ト
子
連
れ
ボ
ー
ト
を
か
わ
し
ゆ
く

ン
）
＊
中
村
興
理
・
寺
澤
佳
一
選
易
う
お
う
が
く
う
ん
か
い
松
浦
白
梅

唾
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
＊
松
沢
文
一
径
老
総
や
獄
雲
海
に
消
え
し
ま
ま
村
井
啓
子

恵
（
ピ
ア
ノ
）
杲
朝
顔
の
苗
も
も
ら
い
て
新
居
な
る
高
橘
喬

陶
誇
灘
辮
撫
鰕
雛
蕊
す
削
春
太
蝿

▼
曲
名
＊
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
…

フ
ル
ー
ト
ソ
ナ
タ
〈
長
調
＊

“
函
函
ほ

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
。
：
ソ
ナ
タ
干
す
傘
の
色
と
り
ど
り
や
梅
雨
の
晴
れ
須
田
利
夫

＊
ル
ッ
チ
・
・
・
ア
ベ
マ
リ
ア
＊

逆
縁
の
流
灯
な
が
れ
に
遅
れ
つ
つ
壁
谷
千
鶴
子

あ
さ
り
お
け
せ
い
そ
ん

ド
ビ
ユ
ッ
シ
！
・
・
ト
ッ
カ
ー
タ
．
一

浅
鯏
柄
包
丁
に
ぶ
く
納
ま
り
ぬ
和
田
正
邨

も
ぐ

ア
ラ
ベ
ス
ク
ほ
か
灯
涼
し
沼
に
何
か
の
潜
る
音
関
本
燕
代
子

一
・
限

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
ー
討
健
子
の
悩
み
聞
き
た
る
夜
の
ほ
と
と
ぎ
す
萩
谷
日
出
夫

電
（
錦
）
２
１
１
１

－
－
１

梅
雨
中
の
夕
べ
に
満
つ
る
月
高
し
斉
藤
幸
子

一
ナ
人
課
・
…
：
・
・
・
・
…
…
．
．
…
…
…
…
…
；
：
．
…
．
…
：
：
…
．
．
…
：
．

一
一
１
聴
塞

繊
溌
侭
一
難
瀦
鰈
締

一
皆
悩
蠅
白
光
る
泰
山
木
の
大
輪
は
一
際
寂
し
降
る
梅
雨
の
あ

ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
一
脈
函
誇
め
に

あ
し
う
し
餓
え
る
染
翁
も
噺
一

水
道
の
水
は
、
我
孫
子
市
の
地
下
ょ
月
我
朝
ぐ
も
る
沼
の
岸
辺
の
葦
原
に
牛
蛙
あ
ま
た
交
々
に

》
畦
謝
趣
淨
釧
華
翫
刎
識
姪
鋤
評
》
岬
嚥
》
幟
耐
に
入
る
前
の
陽
な
か
に
朽
ち
か
け
し
垣
を
彩
る

三
谷
和
夫

浄
水
し
た
水
と
あ
わ
せ
て
、
皆
さ
須
釜
責

昼
顔
の
花

ん
の
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
日
の
当
た
る
公
園
に
来
て
孫
と
遊
ぶ
こ
の
や
す
ら
ぎ

江
戸
川
の
河
川
水
は
、
上
流
に
選
の
長
く
あ
り
た
し
公
手
孝
嗣

い
な
な

作
ら
れ
た
ダ
ム
に
よ
っ
て
生
み
出
一

太
新
緑
の
牧
場
の
朝
は
た
ち
こ
む
る
霧
に
包
ま
る
斯
く

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
は
計
画
さ
一
寛
鐸
灘
村
上
道
代

唾
孫
淨
齢
、
蕊
罐
城
潮
峠
鱒
艫
る
白
樺
林
に
水
芭
蕉
ぁ
ま
た
咲
き
を
り
恭

奥
理
吏
江

ガ
メ
と
し
て
十
分
な
量
が
確
保
さ
夢
多
き
子
の
旅
立
ち
や
銀
翼
の
視
野
に
消
え
行
く
雲

れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
彼
方
に

篠
田
ま
き

の
た
め
、
夏
場
な
ど
水
が
多
く
必
一

縁
日
に
買
ひ
求
め
た
る
走
馬
灯
明
り
銃
せ
ぱ
静
か
に

要
に
な
っ
て
も
多
量
の
水
を
川
か
一
回
る

須
田
博

ら
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
一

騨
蕊
灘
謹
選
⑳
鰯
感
傷
鰯
③
①
②
③

与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

一
Ｉ
譲
り
ま
す
Ｉ

▼
コ
ー
ナ
ｉ
利
用
上
の
注
意
取

夏
は
水
を
多
く
使
い
ま
す
の
で
’
一
▼
無
料
で
＊
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル
リ
扱
う
品
物
は
、
家
具
台
所
用

一
人
ひ
と
り
が
〃
節
水
″
に
心
が
一
〈
榎
本
霊
（
理
５
３
２
９
〉
品
電
気
製
品
子
供
用
品
学

け
、
限
り
あ
る
賓
源
を
大
切
に
使
一
・
▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接
習
用
品
な
ど
、
王
と
し
て
日
用
雑
貨

う
よ
う
一
」
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
．
等
の
耐
久
消
費
財
と
し
、
衣
類
や

▼
問
い
合
わ
せ
北
千
葉
広
域
水
一
Ｉ
ナ
ー
掲
載
は
、
市
民
生
活
課
消
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

道
企
業
団
云
０
４
７
３
（
鐘
３
２
－
菱
生
活
係
で
、
電
話
で
受
け
付
け
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
霊

１
１

一
て
い
ま
す
。
（
錨
）
１
１
１
１
内
線
３
２
９

▼
日
時
８
月
聖
日
（
土
）
、
開

演
．
：
午
後
４
時
（
入
場
無
料
）

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ
ロ
ビ
ー

い
り

▼
出
演
＊
望
月
雅
子
、
入
智

い
こ
虫

子
今
ル
ー
ト
）
＊
生
駒
尚

よ
う
こ

子
・
手
塚
廊
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リよ

し

と
＊
中
村
興
理
・
寺
澤
佳

垂
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
＊
松
沢
文

恵
（
ピ
ア
ノ
）

▼
曲
名
＊
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
…

フ
ル
ー
ト
ソ
ナ
タ
〈
長
調
＊

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
・
・
・
ソ
ナ
タ

＊
ル
ッ
チ
・
・
・
ア
ベ
マ
リ
ア
＊

ド
ビ
ユ
ッ
シ
！
・
・
ト
ッ
カ
ー
タ
．

ア
ラ
ベ
ス
ク
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ

壷
（
錦
）
２
１
１
１

鰯
翰
あ
懇

氷
霧
大
溺
髄

、_‐

錨

＝

ひ

ろ

駅
繊

例

市

ば 民
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市
施
行
の
天
王
台
土
地
区
画
整

理
事
業
の
保
留
地
３
区
画
と
柴
崎

土
地
区
画
整
理
事
業
の
保
留
地
３

区
画
を
次
の
と
お
り
、
抽
選
に
よ

り
分
譲
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
受
け
付
け
８
月
１

日
（
木
）
か
ら
詔
日
（
金
）
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
釦
分
（
た
だ
し
、

土
・
日
咄
日
を
除
く
）

▼
受
け
付
け
場
所
区
画
整
理
課

▼
持
参
す
る
も
の
印
鑑
、
住
民

票▼
申
し
込
み
資
格

①
禁
治
産
者
お
よ
び
準
禁
治
産
者

破
産
者
で
な
い
方

②
保
留
地
売
買
契
約
の
日
か
ら
即

日
以
内
に
代
金
の
全
額
を
払
い
込

み
で
き
る
方７

月
か
ら
屋
外
広
告

物
条
例
が
改
正
に

街
の
美
観
風
致
を
維
持
し
、
止
物
件
に
、
張
り
紙
、
張
り
札
、

公
衆
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
立
て
看
板
な
ど
を
違
法
に
表
示

る
た
め
、
千
葉
県
屋
外
広
告
物
ま
た
は
設
置
（
写
真
）
す
る
と

条
例
で
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
訓
方
円
以
下
の
嗣
金
が
科
せ
ら

や
設
霞
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

定
め
て
い
ま
す
。
街
の
美
観
を
損
な
わ
な
い
た

７
月
か
ら
屋
外
広
告
物
条
例
め
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

が
改
正
さ
れ
、
禁
止
地
域
や
禁
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

聾’■_

顔
妄

※
契
約
と
同
時
に
契
約
保
証
金
と

し
て
契
約
金
額
の
、
％
以
上
を
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
条
件
個
人
・
共
有

ま
た
は
法
人

▼
抽
選
日
・
場
所
８
月
詔
日

（
水
）
午
前
、
時
、
市
役
所
議
会
第

１
委
員
会
室

▼
注
意

①
登
記
は
換
地
処
分
後
に
行
い
ま

す②
５
年
間
は
第
三
者
に
譲
渡
で
き

ま
せ
ん

③
保
留
地
に
つ
い
て
は
抵
当
権
の

設
定
は
で
き
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ
区
画
整
理
課
公

共
係
霊
（
蓮
１
１
１
１
内
線
５
７

９
．
５
５
５

◎
禁
止
地
域
＊
印
旛
手
黄
自

然
公
園
（
手
黄
沼
）
＊
船
戸

緑
地
保
全
地
区
及
び
そ
の
周
囲

１
０
０
ｍ
以
内
の
区
域
＊
子

の
神
緑
地
保
全
地
区
及
び
そ
の

周
囲
１
０
０
ｍ
以
内
の
区
域

◎
禁
止
物
件
＊
電
柱
＊
街

路
灯
＊
街
路
樹
＊
道
路
標

熱
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
道
路
課
垂

露
）
１
１
１
１
内
線
５
３
２

６
月
泌
日
（
水
）
、
市
内
農
業
者

３
名
が
市
内
で
初
め
て
認
定
農
業

者
に
認
定
さ
れ
、
福
嶋
市
長
か
ら

「
経
営
改
善
計
画
認
定
書
」
が
手

効
率
的
で
安
定
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
て

『▲、分譲保留地の概要
ロー－■

医司
bl

市
内
農
業
者
３
名
が
認
定
農
業
者
に

隠篭謹鰄墓堯鱒繍J
1(天露台柴崎土地区画整理事業分譲地一覧〕

あ

び

渡
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

認
定
腱
業
者
制
度
は
、
効
率
的

で
安
定
的
な
農
業
経
営
を
目
指
し
、

農
業
者
み
ず
か
ら
が
規
模
拡
大
な

こ ど
に
よ
る
経
営
改
善
の
具
体

案
を
計
画
書
に
ま
と
め
、
市

長
が
認
定
し
、
計
画
の
実
現

に
向
け
、
支
援
し
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

市
内
で
最
初
の
認
定
艇
業

者
と
な
っ
た
小
林
忠
雄
さ
ん

▲
福
嶋
市
長
か
ら
経
営
改
善

計
画
認
定
書
を
手
渡
さ
れ
た

（
写
真
）
左
か
ら
小
林
忠
雄

さ
ん
、
今
井
武
男
さ
ん
、
飯

田
幸
治
さ
ん

単価

(円/m')

用 途 地 域

(建ぺい率。容積率）
面積

(m2)

価格

（円）
事業名 所在地番号

あ
れ

第1種中高層住居専用地域

(60%･200%)

10街区

2号
① 311．89 230,000 71,734,700

天
王
台
土
地
区
画
整
理

第1種低層住居専用地域

(50%･100%)

74街区

4号
② 255．15 164,000 41,844,600こ

百
秀
）
は
養
豚
で
、
今
井
武

男
さ
ん
（
新
木
）
は
水
稲
で
、

ま
た
飯
田
幸
治
さ
ん
（
中
峠
）

は
、
施
設
・
露
地
野
菜
と
水
稲

の
複
合
経
営
で
、
経
営
規
模
の

拡
大
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

改
善
目
標
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。

認
定
蟹
交
付
後
の
懇
談
で
は
、

福
嶋
市
長
が
、
「
腱
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
た
い
へ
ん
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
個
々
の

経
営
目
標
に
向
け
て
精
進
し
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
今
後
の

農
業
経
営
や
「
あ
び
こ
型
都
市

腱
業
」
に
つ
い
て
、
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

第1種住居地域

(60%･200%)

74街区
5号

③ 241．29 216,000 52，118，640

喝

第1種低層住居専用地域

(50%・100%)

11-1街区

2号
④ 479.00 169,000 80,951,000

柴
崎
土
地
区
画
整
理

１
１
１
あ
び
こ
あ

毎
年
７
月
は
、
「
河
川
愛
謹

月
間
」
・
市
で
は
、
こ
の
時
期

に
合
わ
せ
７
月
４
日
（
木
）
、

建
設
省
と
市
内
建
設
業
協
会
の

協
力
を
得
て
、
利
根
川
河
川
雛

の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

利
根
川
河
州
１
敷
を
清
掃

一一雌
の
ゴ
ミ
を
画
噸

Ｉ

２
４
《
４
０

商業地域・防火地域

（80％・400％）

38街区

2号
⑤ 289．64 450,000 130,338,000

商業地域・防火地域

(80%･400%)

38街区
3号

⑥ 569．09 402,0()0 228,774,180

ン
グ
ン
上
昇
し
、
参
加
者
は

汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
空
き
カ

ン
や
空
き
ピ
ン
な
ど
を
回
収
。

回
収
し
た
ゴ
ミ
の
量
は
全

体
で
２
４
４
０
唾
に
な
り
ま

し
た
。
本
格
的
な
夏
休
み
を
迎

え
、
車
で
旅
行
に
出
か
け
る
機

会
も
多
く
な
り
ま
す
。
空
き
カ

ン
等
は
、
自
然
環
境
を
守
る
た

め
、
〃
ポ
イ
捨
て
〃
な
ど
し
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〔保留地分譲案内図〕

れ
こ
れ
〒
１
１

清
掃
は
大
利
根
橋
付
近

（
越
流
堤
）
か
ら
栄
橋
に
至

る
約
廻
町
を
１
３
０
名
が
軍

手
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
ち
作

業
（
写
真
）
を
開
始
。
当
日

は
梅
雨
の
谷
間
で
気
温
も
グ

ン
グ
ン
上
昇
し
、
参
加
者
は

11－1街
④

区

函
）

吾
へ

￥…
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６
月
妬
日
（
水
）
、
廃
棄
物
基

本
問
題
調
査
会
（
会
長
・
佐
々

木
謹
榊
屋
か
ら
福
嶋
市
長

（
写
真
）
に
、
我
孫
子
市
に
お

け
る
一
般
廃
棄
物
対
策
基
本
計

画
書
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

同
調
査
会
は
昨
年
８
月
、
公

資
源
循
環
型
社
会
を

顔
計
画
室

／

、

鵬
徽
瀝
繊
墓
ゞ
Ｉ
！

壽
）

罰|・天王合西公園

､」
JR成田線

一‘1 0｜

固逝356号線

74街区②．③

あ
び 東我孫子駅

１
１

／
ロⅡ

U（
↓
』

U
『

あ
募
等
に
よ
り
選
ば
れ
た
超
名
（
市

民
・
学
識
経
験
者
・
各
種
団
体
）

の
代
表
者
が
、
省
査
源
査
源
循

環
型
の
処
理
シ
ス
テ
ム
を
作
り
あ

げ
る
こ
と
を
目
指
し
墨
活
発
な
審

議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

答
申
は
、
資
源
循
環
型
社
会
の

構
築
に
向
け
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
り
、
〃
ま
ち
づ

く
り
″
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
答
申
に
あ
た
り
、
佐
々

木
会
長
は
、
「
１
年
の
歳
月
を
か

け
、
満
足
の
い
く
ゴ
ミ
先
進
都
市

我
孫
子
に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
醤
が

で
き
ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。 便

利
で
安
全
な
電
気
は
、
私
た

ち
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

し
か
し
、
使
い
方
を
間
違
え
る

と
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
夏
は
電
気

に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

る
た
め
、
８
月
を
「
電
気
使
用
安

全
月
間
」
と
し
、
電
気
使
用
の
安

全
運
動
を
全
国
的
に
展
開
し
ま
す
。

睡
気
を
正
し
く
使
う
た
め
、
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

＊
ア
ー
ス
線
は
し
っ
か
り
取
り
付

け
ま
し
ょ
う

＊
電
気
製
品
の
故
障
は
す
ぐ
に
修

理
に
だ
し
ま
し
ょ
う

＊
Ｅ
Ｌ
Ｂ
（
漏
電
遮
断
器
）
を
取
り

付
け
て
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
関
東
電
気
保
安

協
会
壷
０
４
７
４
（
“
）
６
７
８
１

８
月
は
電
気

使
用
安
全
月
間

8

’
目
指
し
琴
て

一
一

一
を
答
申
、

壷
宅
一
丸

一
月
間

－
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県立関宿城博物館特別展
｢利棡||水運の盛衰を探る」

』

ー

第10回我孫子市細展作品市職 罠

搬者原繍瀦に黙とうを

職種

消防士

保母(父）

保健婦(士）

看護婦(士）

栄養士

理 学 療 法 士

給食調理員

採用予定数

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

1名

若干名 原爆の日記念行事

郭み手賀沼ふれあい教室

子どもと大人膳翻諜-雛
ボート免許更新講習会

あびこ美術会写真展

県立我孫子高等技術専門校
ワープロ・トレース講習受講者

夏休み紙すき教室

講演会｢現代文明を考える」

市民（Fミントン教室
ボランティア蓋對戎参加促進雲業

わかし0>うやど

「 若 衆 宿 」 参 加 者
日曜当番医･1週間の行事
ﾃﾚﾎﾝｻｰビｽ副8馴洲

4⑧

5月

6火

7水

8木

q金

10士

I1e

野日曜当番医＝テレホンサービス

画休日救急歯$膨烹日=休日救急歯科誌所(市民会館内)9:00~11:30
雪結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

画心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15?00

壷市民会館・市民図書館・烏の博物館休館
画つつじ荘・西部福祉センター休館

匡動市民図書館休館

画･アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

画･日曜当番戻＝テレホンサービス
画休日救急歯科診厩日=休日救急歯科診獅折(市民会館内)9:00~11:30

12月

13火

M水

15木

1⑰金

"法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

嘩酒害相談＝保健センター13:30～15:00

”健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

”市役所閉庁(－部の施設は除く）

干葉県生涯大学校作品展

国民年金標語

インディアカ体験教室

女性就業鮒講習会受講者

第7回家庭婦人オープン・
トリプルダブルス卓球大会

障害者と電車でおでかけ
rひまわり号｣参加者

雲


